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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、神経ペプチドYおよびペプチドYYの受容体です。このタンパク質は摂食調節に関与していると考えられており、この遺伝子の欠陥は摂食障害と関連しています。また、このタンパク質は神経芽腫細胞を化学療法誘発性細胞死から保護する経路にも関与しており、神経芽腫に対する治療標的となる可能性があります。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする3つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2015年11月],機能：神経ペプチドYおよびペプチドYYの受容体。この受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼ活性を阻害するGタンパク質によって媒介されます。摂食障害に関与している可能性があります。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：脳、視床下部。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	NPY5R抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	NPY5R抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	NPY5R抗体を用いたCOLO細胞、Jurkat細胞、HepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NPY5R 抗体を使用した Jurkat 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	NPY5-Rポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

